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１．研究計画の概要 
本研究では、ネパールを対象とし、発展途上
国における循環型発展社会を構築するため
ベストプラクティスを体系化し、ネットワー
キングに基づく循環型システムの構築モデ
ルを提案することを目的としている。ネット
ワーキングとは、ネパールの地方自治体、民
間の教育研究機関、地域コミュニティ、NGO 
と日本の教育機関、NGO などを含め、各組織
を有機的に結び付けることを意味し、ネパー
ルの事情を加味した形で真に有効となる施
策の提案を行う。具体的には、 
(1) ネパールにおける持続可能なコミュニ
ティモデルのデザイン 

(2) コミュニティ調査による重要なステー
クホルダーの同定、コミュニティ内のステ
ークホルダー間の協力モデルのデザイン 
といった取り組みを通じ、ネパール型の発
展社会モデルについて検討を行う。 

 
２．研究の進捗状況 
本研究では、聖心女子大学、東京都市大、ナ
ショナルカレッジ（カトマンズ）、プラバッ
ト中学校（ラリトプール）間の協力により、
ネパールにおける現地調査とデータ収集を
継続的に行い、下記のような研究活動を実施
している。 
(1) ネパールの地域を対象とした持続可能
なコミュニティ指標の開発を行った。ネパ
ールの地域住民や NGO などの様々な立場か
らの意見も収集し、99 の持続可能なコミュ
ニティ指標のリストを作成した。 

(2) ネパールのチタワン地区にある 2つのコ
ミュニティを対象とし、2年間に渡り実地
調査を行った。地域に適した指標を明らか

にすること、持続可能なコミュニティに関
する意識を向上させることを本調査の目的
としており、その結果を統計的に分析し、
重要指標を明らかにした。 

(3) チトワン地区を対象とし、住民、NGO、
公立小学校などの重要なステークホルダー
を同定した。さらに、WWF、コミュニティフ
ォレスト、バイオガス会社、女性団体を含
む調査グループとグループ討議を実施し、
ネットワーキングに基づく循環型システム
の構築について検討した。 

(4) 調査対象コミュニティ内にある小学生
に対し、環境問題と生活習慣に焦点を当て
た試行的環境教育プログラムを 2年間に渡
り実施した。生活習慣と身近な環境問題の
因果関係に関する理解を深めること、学校
とコミュニティの繋がりを発展させること
を目的としたプログラムを開発・実施し、
評価を行った。 

(5) 持続可能な生活様式を多面的に捉える
ため、持続可能な生活における女性のリー
ダーシップに関する調査、伝統的な家屋内
の快適感温度調査、カトマンズ都市部の河
川における水質調査と河川に対する意識調
査、ゴミ問題の啓発を促すスポーツごみ拾
い活動の企画と実施、といった新規のフィ
ールド調査を実施した。 

以上の研究活動を通じて得られた成果やデ
ータの分析結果については、すでにいくつか
の論文、国際会議等にて発表済みである。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
本研究が当初掲げたネットワーキングに基
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づく循環型システムの構築モデルを提案す
るという点については、毎年のネパール現地
における調査や研究活動を通じ、順調に調査
が進行している。これまでに、ネパールの地
域コミュニティにおける重要なステークホ
ルダーを明らかにし、それらの個別目的や意
義を調査したうえで、相互の関係構築を行っ
た。また、99の持続可能なコミュニティ指標
のインデックスを提示し、ネパール現地にお
ける重要度をフィールド調査により分析し
ている。さらには、女性のリーダーシップに
関する現地調査やカトマンズ市の河川水質
調査を実施するなど、少なくとも現時点まで
は当初の想定以上の成果が得られている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

本研究にて 2年間に渡って実施している持
続可能性指標の構築については、これまでの
パイロットスタディの成果を踏まえ、最重要
となるコアの指標群を検討する。さらに、ネ
パールの地域コミュニティメンバーのため
の適切なネットワーキングを定義するため
のグループディスカッションやワークショ
ップを通じ、ステークホルダー間の協調モデ
ルを構築する。今後もネパール現地における
研究活動やフィールド調査を通じ、実態に即
した問題の可視化を行い、様々な角度からの
研究を並行して進めることで、ネパール型の
持続可能な循環型発展社会モデルの構築を
目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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